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1 は じ め に 3 結果
靴の 履 き 心 地 で は 、 単 に履 い た と き の靴 と ヒ ト l 歩行周期 で の 右脚 の 足 関 節 の 角 度変化 を Fig.2

の足型 と の 適合 性の 他 に 、 歩行 や走行 に と も な っ に示す 。 横軸 は右脚 の 1 歩 行周期 を 1 00%で 表 し て
て 生 じ る 感覚が重要 と な る 。 お り 、 TO は 爪先離 地、 HSは 腫接地で あ る 。 TO か

本研 究で は 、 合成繊 維が使用 さ れて い る ス ポ ー ら HS ま での 遊脚相 ( 空 中 に 右 脚 があ る 時 間 ) に お

ツ 用 シ ュ ー ズ を 用 い て 、 サ イ ズ の 違い に よ る 歩 行 い て 、 特 に 0. 5cm、 + 1 . 5cmの靴の ザ イ ズ で の 歩

動作へ の 影 響 を 力 学的 、 運 動 学 的 に計 測す る 。 そ 行時に 、 多 く の 被験者 で足 関 節 角 度 に 違い がみ ら

し て 、 同 時 に得 ら れ る 主観 評価 と を 対 応 さ せ る こ れ た 。 そ し て 、 サ イ ズ が適 合 し て い な い と 着地 中

と に よ っ て 、 シ ュ ー ズ の 履 き 心 地 と 歩 行動 作の 関 の荷重 点 の 移動 軌跡が 、 適 合サ イ ズの 軌跡 と 異 な

係 を み な が ら 、 履 き 心 地 の 評価 法 に つ い て 検討 し る こ と がわ か っ た 。 ま た 、 歩 き や す さ 、 衝 撃の 大

て い く 。 き さ 、 指先 の き っ き 、 足 の 固 定 度 、 靴 の履 き 心 地

2 方法 と い う 5 項 目 に つ い て 1 0段 階評定 で ア ン ケ ー ト を

実験 は 、 フ ォ ー ス プ レ ー ト を 用 い て 歩行 時の 垂 同 時 に 実施 し分 散分析 を 行 な っ た 。 そ の 結 果、 適

直地面 反力 を 計 測 し た 。 フ ォ ー ス プ レ ー ト に は 3 合サ イ ズ よ り +0 . 5cmの 靴で、 は 履 き 心地 に違 い が み

つの セ ン サ があ り 、 各 セ ン サ の 出 力 値か ら 時 々 刻 々 ら れ な か っ た が、 -0. 5cm、 +1 . 5cmの 靴 を 履い た

の荷重 点位 置 を 求め る こ と がで き る 。 さ ら に 、 歩 と き に 被験 者 は 履 き 心 地 の 悪 さ を 感 じ て い る こ と

行動作 を 進 行方 向 に対 し て 直交 す る 右 側 方 か ら ピ がわ か っ た 。

デオ カ メ ラ で撮影 し た 。 実験構成 はFig. 1 に 示す 。 4 ま と め
実験 に 使用 し た 靴 は 同 一種類 の ス ポ ー ツ 用 シ ュ ー ア ン ケ ー ト に よ る 主観 評価 で 履 き 心地が悪い と

ズ で 、 被験 者の 通常履 く 靴 の サ イ ズ ( 適合 ) と 、 感 じ た-0.5cm 、 十 1 .5cm の靴 の サ イ ズ で の 歩行 動

+ 0. 5cm、 + 1 . 5cmのサ イ ズ と 、 0. 5cmの サ イ ズ 作 に 力 学的 、 運動学的 な 違 い が現れた 。 こ の 歩 行
を 用 意 し た 。 被験者 は男子大学生 1 0 人で 、 裸足 お 動作の 違 い が履 き 心地 と 密 接 に 関係 し て お り 、 履

よ ぴ各 シ ュ ー ズ につ い て 1 0 回 ずつ歩行 を 行 な っ た 。

ま た 、 l条件終了 後 ご と に履 き 心 地 に関す る ア ン ケ ー

ト も 実施 し た 。
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き 心地 の 評 価 を す る 上 で重 要で あ る こ と が 明 ら か

と な っ た 。
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F ig .2 歩行中の足関節の角度変化
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